
（第三種郵便物認可）

1986年の「縄文のビーナス」の出土状態

（茅野市尖石縄文考古館提供）

堅麹瑚当転機鵜鰍し。

茅
野
市
の
誇
り
太
古

遥
物

指
定
日
の
摘
廿
に
記
念
対
談

1
5
～
2
・
9
日
に
お
疎
生
日
の
催
し
も

茅
野
市
内
か
ら
出
土
し
た
土
偶
「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
が
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
1
5
日
で
3
0
周
年
を

迎
え
る
。
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
を
所
蔵
す
る
市
尖
石
縄
文
考
古
館
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。
1
5
日
に
記

念
対
談
、
1
5
～
2
9
日
に
は
国
宝
指
定
3
0
周
年
の
「
お
誕
生
日
の
催
し
」
を
と
も
に
同
館
で
行
う
。

寵
念
対
談
は
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
。

国
宝
指
定
に
当
た
■
つ
て
深
く
関
わ
り

打
あ
る
元
文
化
庁
主
任
文
化
財
調
査

官
の
原
田
昌
幸
さ
ん
と
、
縄
文
の
ビ
ー

ナ
ス
を
発
見
し
た
同
館
特
別
館
長
の

守
矢
昌
文
さ
ん
が
語
り
合
う
。
タ
イ
ト

ル
は
「
対
談
『
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
』
の
国

宝
指
定
を
語
る
～
『
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
』

の
発
見
・
再
評
価
～
」
。
参
加
無
料
（
資

料
代
t
l
O
0
円
）
。
申
し
込
み
不
要
で
、

定
員
8
0
人
（
当
日
先
着
順
）
。

お
誕
生
日
の
催
し
は
連
日
午
前
9

時
～
午
後
5
時
。
・
▽
お
祝
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
て
ボ
ー
ド
に
貼
ろ
う
▽

「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
　
と
　
「
仮
面
の

女
神
」
　
の
大
型
の
土
偶
バ
ル
ー
ン
と

高
さ
2
7
誓
、
重
さ
2
・
1
4
㌔
の
立
像

形
の
大
型
土
偶
。
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

発
掘
さ
れ
た
。

お
な
か
が
膨
ら
ん
で
突
き
出
し
、
尻

が
大
き
く
張
月
出
し
て
妊
娠
し
た
女

性
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
。
安
産
祈
願

や
子
孫
繁
栄
を
願
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う

な
形
の
頭
や
、
ハ
ー
ト
形
で
仮
面
を
か

ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
、
つ
り
上
が
っ

た
切
れ
長
の
目
な
ど
も
特
徴
だ
。

9
5
年
6
月
1
5
日
に
国
宝
に
指
定
さ

れ
た
。
八
ヶ
岳
山
麓
の
土
偶
に
特
徴
的

な
姿
や
造
形
美
に
加
え
、
縄
文
時
代
の

精
神
文
化
を
知
る
上
で
貴
重
な
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
茅
野
市
関
係
で
初

め
て
、
縄
文
時
代
の
遺
物
と
し
て
も
初

の
国
宝
指
定
と
な
っ
た
。

6
月
1
5
日
に
国
宝
指
定
3
0
周
年
を
迎
え
る
土
偶
‘
「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」

一
緒
に
写
真
を
撮
ろ
う
▽
妊

線
に
安
産
を
願
っ
て
縄
文
の

ビ
ー
ナ
ス
の
し
お
り
と
缶
バ

ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
1
の
内

容
。
こ
の
ほ
か
1
5
日
限
定
で
、

縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
の
し
お
り

を
先
着
1
0
0
人
に
プ
）
ゼ

ン
ト
す
る
。

2
0
2
6
年
1
月
2
5
日
に

は
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
も
予
定
。

土
偶
研
究
の
専
門
家
を
迎
え
、

縄
文
や
土
偶
に
つ
い
て
一
般

の
人
に
分
か
り
や
す
く
、
親

心
み
の
持
て
る
よ
う
に
伝
え

る
機
会
に
し
た
い
考
え
‥

縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
は
ト
9

8
紬
粍
同
市
米
沢
埴
原
田

の
棚
畑
遺
跡
か
ら
出
土
。
約

5
0
0
0
年
前
の
縄
文
時
代

中
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。


